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第 1 章

はじめに

ここでは、このマニュアルの対象読者、構成、および表記法について説明します。また、他の
マニュアルの入手方法についても説明します。

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者および適用範囲 （1 ページ）
• 機能の互換性 （1 ページ）
• 表記法 （2 ページ）
• 通信、サービス、およびその他の情報 （3 ページ）
• マニュアルに関するフィードバック （4 ページ）
• トラブルシューティング （4 ページ）

対象読者および適用範囲
このドキュメントは、Cisco Enterpriseルータの設定担当者を対象としています。このドキュメ
ントの対象者は、主に次のとおりです。

• ネットワーキングに関する技術的な背景知識と経験を持つお客様。

• ルータベースのインターネットワーキングに関する基本的な知識に精通しているが、Cisco
IOS ソフトウェアについては経験の浅いシステム管理者。

• インターネットワーキング装置のインストールと設定を担当しているシステム管理者、お
よび Cisco IOS ソフトウェアに精通しているシステム管理者。

機能の互換性
コンフィギュレーション ガイドで説明されているデバイスで使用可能な機能などの Cisco IOS
XE ソフトウェアの詳細については、それぞれのルータのドキュメントセットを参照してくだ
さい。
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特定の機能のサポートを確認するには、Cisco FeatureNavigatorツールを使用します。これは、
特定のソフトウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームをサポートする
Cisco IOS XE のソフトウェアイメージを判別できるツールです。

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

^ および Ctrl シンボルは、Ctrl キーを表しま
す。たとえば、^D または Ctrl+D というキー
の組み合わせは、Ctrlキーを押しながらDキー
を押すことを意味します。キーは大文字で表
記されていますが、大文字と小文字の区別は
ありません。

^ または Ctrl

ストリングは、イタリックで示される引用符
を付けない一組の文字です。たとえば、SNMP
コミュニティ ストリングとして public を設定
する場合、ストリングの前後には引用符を使
用しません。引用符を使用すると、その引用
符も含めてストリングとみなされます。

string

コマンドシンタックスの説明には、次の表記法を使用しています。

説明表記法

ユーザが入力するコマンドおよびキーワード
を示します。

ボールド

イタリック体の文字は、ユーザが値を指定す
る引数です。

イタリック体

省略可能な要素（キーワードまたは引数）は、
角かっこで囲んで示しています。

[x]

縦棒で区切られている場合、複数の任意また
は必須のキーワードまたは引数から、1つを選
択します。

|

角カッコで囲まれ、縦棒で区切られたキーワー
ドまたは引数は、任意の選択肢です。

[x | y]

波カッコで囲まれ、縦棒で区切られたキーワー
ドまたは引数は、必須の選択肢です。

{x | y}

シスコ エンタープライズ ルーティング プラットフォーム向けシスコ スマート ライセンス ガイド
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省略可能または必須の要素内に、さらに省略可能または必須の選択肢を含める場合は、角カッ
コや波カッコを入れ子にして示しています。たとえば、次の表を参照してください。

説明表記法

角カッコ内の波カッコおよび縦棒は、任意の
要素内の必須の選択肢です。

[x {y | z}]

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

画面に表示される情報の例は、Courier フォン
トで表します。

screen

ユーザの入力が必要なテキストの例は、太字
の Courier フォントで表します。

bold screen

山カッコで囲まれたテキストは、パスワード
など、画面に出力されないテキストを表しま
す。

< >

行の先頭にある感嘆符（!）は、コメント行を
表します。また、いくつかのプロセスでも、
Cisco IOS XE ソフトウェアにより感嘆符が表
示されることがあります。

!

角カッコは、システム プロンプトに対するデ
フォルトの応答です。

[ ]

「要注意」です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま
す。

注意

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

通信、サービス、およびその他の情報
• シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Manager でサインアップ

してください。

• 重要な技術によって求めるビジネス成果を得るには、CiscoServices [英語]にアクセスして
ください。

シスコ エンタープライズ ルーティング プラットフォーム向けシスコ スマート ライセンス ガイド
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• サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語] にアクセスしてください。

• 安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語] にアクセスしてください。

• 一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語] にアクセスしてください。

• 特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finder にアクセス
してください。

シスコのバグ検索ツール

Cisco バグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Cisco バグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Web ベースのツール
です。BST は、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック
シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド
キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

トラブルシューティング
トラブルシューティングの最新の詳細情報については、
https://www.cisco.com/c/ja_jp/support/index.html にある Cisco TAC Web サイトを参照してくださ
い。

製品カテゴリに移動し、リストから製品を選択するか、製品の名前を入力します。発生してい
る問題に関する情報を見つけるには、トラブルシュートおよびアラートを参照してください。
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第 2 章

スマートライセンシングの新機能

シスコでは、リリースごとにスマートライセンスソリューションを継続的に強化しています。
また、コンテンツも最新の強化に合致したものとなるように努めています。次の表は、クイッ
クスタートガイドで説明されている新機能と変更された機能を示しています。スマートライセ
ンスの既知の問題については、このガイドの「既知の警告」セクションを参照してください。

表 1 : 各リリースの新機能

機能リリース

• デフォルトでは、評価期間の期限切れの
syslog メッセージは 365 日間出力されま
せん。詳細については、Cisco IOS XE リ
リース 16.11.1a 以降のリリースでの評価
期間の期限切れのメッセージの抑制 （39
ページ）を参照してください。

• 特定ライセンス予約が導入されました。
特定ライセンス予約では、Cisco Cloud に
は直接接続されていないデバイスにソフ
トウェアライセンスを導入できます。詳
細については、特定ライセンス予約 （41
ページ）を参照してください。

16.11.1a

エンタープライズ ネットワーク ルーティング
プラットフォームでは、スマートライセンス
が必須になります。

16.10.1a

Cisco IOS XEリリース 17.4.1以降で実行されているエンタープライズルータのライセンスにつ
いて詳しく知りたい場合、または Cisco Catalyst 8000 シリーズ ルータのライセンス情報を探し
ている場合は、「Smart Licensing Using Policy for the Cisco Enterprise Routing Platforms」を参照
してください。

（注）
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第 3 章

シスコ スマート ライセンシングについて

スマート ライセンシング クライアント機能は、シスコソフトウェアのエクスペリエンスを簡
素化し、シスコソフトウェアがネットワーク全体でどのように使用されるかを理解するのに役
立つ標準化されたライセンスプラットフォームです。スマートライセンシングは、すべてのシ
スコ ソフトウェア製品の次世代のライセンス プラットフォームです。

このドキュメントでは、シスコ スマート ライセンシング クライアント機能の概要について説
明し、製品の登録と承認を完了するために必要な複数のツールとプロセスについても説明しま
す。スマートライセンシングの詳細については、次のトピックを参照してください。

Cisco IOS XEリリース 17.4.1以降で実行されているエンタープライズルータのライセンスにつ
いて詳しく知りたい場合、または Cisco Catalyst 8000 シリーズ ルータのライセンス情報を探し
ている場合は、「Smart Licensing Using Policy for the Cisco Enterprise Routing Platforms」を参照
してください。

（注）

• スマートライセンシングの概要 （7 ページ）
• スマートライセンシングのメリット （8 ページ）
• 前提条件 （8 ページ）
• スマートライセンシングの制約事項 （9 ページ）
• スマートライセンシングでのライセンス評価 （10 ページ）
• スマートライセンシングの導入オプション （10 ページ）

スマートライセンシングの概要
シスコ スマート ライセンシングは、シスコ ポートフォリオ全体および組織全体でソフトウェ
アをより簡単かつ迅速に一貫して購入および管理できる柔軟なライセンスモデルです。また、
これは安全です。ユーザーがアクセスできるものを制御できます。スマートライセンスを使用
すると、次のことが可能になります。

• 簡単なアクティベーション：スマートライセンスは、組織全体で使用できるソフトウェア
ライセンスのプールを確立します。PAK（製品アクティベーションキー）は不要です。
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• 管理の統合：CiscoLicenseCentralは、使いやすいポータルで、使用しているすべてのシス
コ製品およびサービスの完全なビューを提供します。そのため、何を保有し、何を使用し
ているかを常に把握できます。

• ライセンスの柔軟性：ソフトウェアはハードウェアにノードロックされていないため、必
要に応じてライセンスを簡単に使用および転送できます。

スマートライセンスを使用するには、まず Cisco Software Central にアクセスしてスマートアカ
ウントを設定します。

シスコライセンスの詳細な概要については、https://cisco.com/go/licensingguide を参照してくだ
さい。

お客様、お客様の選択したパートナー、およびシスコの担当者は、ハードウェア、ソフトウェ
アのエンタイトルメント、さらにはサービスをCisco Smart SoftwareManagerインターフェイス
を使用して確認できます。次のリストに、CSSMポータルを使用して実行できる主な特定の操
作を示します。

• 仮想アカウントを作成、管理、または表示する。

• 製品インスタンスの登録トークンを作成および管理する。

• バーチャルアカウント間または表示ライセンス間でライセンスを転送する。

• 製品インスタンスを転送、削除、または表示する。

• バーチャルアカウントに関するレポートを実行する。

• 電子メール通知の設定を変更する。

• 仮想アカウント情報を表示する。

スマートライセンシングのメリット
• 購入および導入したデバイスとソフトウェアの可視性

• 標準ソフトウェア、ライセンス プラットフォーム、およびポリシーによる製品の簡素化

• 無駄な購入をなくして運用コストを軽減する

• 製品アクティベーションキーを使用しない自動ライセンスのアクティベーションによる導
入の容易化

前提条件
スマートライセンシングを有効にするかスマートライセンシングに移行する前に、次を確認し
ます。

シスコ エンタープライズ ルーティング プラットフォーム向けシスコ スマート ライセンス ガイド
8

シスコ スマート ライセンシングについて
スマートライセンシングのメリット

http://software.cisco.com/
https://cisco.com/go/licensingguide


• スマートアカウントとCisco Smart SoftwareManagerポータルへのアクセス権があることを
確認します。スマート アカウントをを作成してアクセスするには、スマート アカウント
に移動します。[Get a Smart Account] をクリックして開始します。

• デバイスを CSSM に登録したか確認します。デバイスを登録する方法については、Cisco
Smart Software Manager からの新しいトークンの生成 （15 ページ）およびid トークンを使
用したデバイスの登録 （16 ページ）を参照してください。

• CSSMSmart SoftwareManagerサテライトへのレイヤ 3接続を設定したことを確認します。

スマートライセンシングの制約事項
• IOS XE リリース 16.10.1a では、ルータを CSSM ポータルに直接接続しているユーザー、

またはルータをサテライトサーバーに接続しているユーザーに対してのみスマートライセ
ンシング機能が適用されます。

• CSSMポータルにアクセスするには、Chrome 32.0、Firefox 25.0、Safari 6.0、またはこれら
以降のリリースを使用します。ブラウザで Javascript 1.5以降が有効になっていることを確
認します。

• IOS XEでは、非ユニバーサル K9 イメージを実行している ASR 1000 シリーズ RP2プラッ
トフォームで DLC はサポートされません。回避策として、IOS XE 16.10.1a に移行する前
に、IOS XE 16.3、16.6、16.9 などの中間リリースに移行します。

• 従来のライセンスからスマートライセンシングへの移行 （23 ページ）が必要な場合、
Smart Software Manager サテライトは、次のリリースではサポートされません。

• 4.1.0 より前のリリース

• リリース 6.0.x

• リリース 6.1.x

• Call Home プロファイルを設定し、HTTP トランスポート URL を指定するときは、ホスト
名を使用することを推奨します。IP アドレスは、HTTP トランスポート URL ではサポー
トされていません。

• HTTP を使用して CSSM と通信した場合は、CSSM への登録が失敗します。以前は動作し
ていた機能が動作しなくなります。CSSM との通信に HTTPS のみを使用していることを
確認してください。

• Cisco IOS XEリリース 17.2.1を実行しているデバイスを使用している場合、自律モードか
らコントローラモードに、またはその逆に切り替えると、スマートライセンスの登録が機
能しなくなります。スマートライセンスを機能させるには、再登録する必要があります。

• Cisco CSR1000VまたはCisco ISRv 17.3.x以前のバージョンでは、SLP関連コマンドを設定
するために Web UI を使用することはできません。
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スマートライセンシングでのライセンス評価
表 2 : 機能の履歴

説明リリース

スマートライセンスは、すべてのルーティン
グ プラットフォームで必須になりました。

Cisco IOS XE 16.10.1a

365 日の期間中にデバイスを CSSM に登録し
ます。この間、制限はなく、また評価期間の
期限切れメッセージも受信しません。

Cisco IOS XE 16.11.1a

SL のみのイメージを起動すると、スマートライセンスが自動的に有効になり、デバイスのラ
イセンスが評価モードまたはEVALモードになります。90日の使用期間中にデバイスをCSSM
に登録します。この期間中、ISR および ASR ルータに対して既存の機能は通常通り動作しま
す。デバイスが使用されている限り、評価タイマーはカウントダウンします。評価期間は、
個々の機能や権限ではなく、デバイス全体に適用されます。デバイスの評価期間が終了した
後、評価期間はリセットできません。90日の期間が経過した後、これらのライセンスは期限切
れ状態または EVAL EXPIRED 状態になります。

Cisco CSR 1000V および Cisco ISRV には、90 日間の評価期間がありません。ライセンスが
EVAL モードになるまで、スループットはデフォルトの 1Mbps のままです。

IOS XE リリース 16.11.1a では、365 日の期間中にデバイスを CSSM に登録します。この間、
制限はなく、また評価期間の期限切れメッセージも受信しません。詳細については、Cisco IOS
XE リリース 16.11.1a 以降のリリースでの評価期間の期限切れのメッセージの抑制 （39 ペー
ジ）を参照してください。

Cisco IOS XE 17.3イメージから Cisco IOS XE 16.9イメージへのロールバックを実行した後にデ
バイスを起動すると、使用中のライセンスが評価状態に移行します。Cisco IOS XE 17.3 は SL
のみのバージョンであり、このバージョンで使用可能なライセンスの状態は、評価、承認済
み、およびコンプライアンス違反のみであることに注意してください。

（注）

スマートライセンシングの導入オプション
次の図は、スマートライセンシングを導入するために使用できるさまざまなオプションを示し
ています。セキュリティはどのユーザーにとっても最も重要な事項の1つであるため、この図
では、最も簡単なオプションから最も安全なオプションまで導入オプションをリストしていま
す。
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図 1 : スマートライセンシングの導入オプション

1. ダイレクト クラウド アクセス：この導入オプションでは、インターネットで HTTPS を使
用して、デバイスからクラウド サーバーに使用情報を直接転送できます。

2. HTTPS プロキシを介したダイレクト クラウド アクセス：この導入オプションでは、イン
ターネットで HTTPS プロキシを使用して、クラウド サーバーにファイルを直接転送でき
ます。したがって、Smart Call Home トランスポート ゲートウェイを使用するか、Apache
などの HTTPS プロキシを使用します。

3. オンプレミス コレクタ接続を介した間接アクセス：この 3 番目の導入オプションでは、
「Cisco Smart Software サテライト」と呼ばれる内部収集デバイスが使用されます。このサ
テライトは、ユーザー側で使用でき、定期的なネットワーク同期を使用してクラウドに情
報を定期的に送信します。この導入オプションでは、クラウドに情報を転送する唯一のシ
ステムまたはデータベースがサテライトになります。これにより、コレクタデータベース
に何を保存するかを制御でき、セキュリティが向上します。

4. オンプレミス コレクタ非接続を介した間接アクセス：この 4番目の導入オプションでは、
サテライトを使用しますが、手動同期（少なくとも月 1 回）を使用して収集したファイル
を転送するためにのみ使用します。このオプションでは、システムはクラウドに直接接続
されず、ネットワークと Cisco Cloud の間にエア ギャップが存在します。
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第 4 章

スマートライセンシングの新規導入

Cisco IOS XEリリース 17.4.1以降で実行されているエンタープライズルータのライセンスにつ
いて詳しく知りたい場合、または Cisco Catalyst 8000 シリーズ ルータのライセンス情報を探し
ている場合は、「Smart Licensing Using Policy for the Cisco Enterprise Routing Platforms」を参照
してください。

（注）

SL のみの 16.10.1a 以降のイメージを購入した場合、スマートライセンシングはデフォルトで
有効になっています。ただし、スマートライセンシング機能を使用するには、次の手順を実行
する必要があります。

1. 前提条件 （8 ページ）が満たされていることを確認します。

2. デバイスの電源を入れます。

3. Smart Call Home を設定します。Call Home を設定するための詳細な手順については、
「Configuring Call Home Service」を参照してください。

CSSMポータルのスマートライセンス登録URLを指定する際は、URLの前にHTTPSを付けま
す。HTTP はサポートされなくなりました

（注）

4. CSSM ポータルからトークン ID を生成します。この手順の実行方法については、Cisco
Smart Software Manager からの新しいトークンの生成 （15 ページ）を参照してください。

5. トークンを使用してポータルにデバイスを登録します。この手順の実行方法については、
id トークンを使用したデバイスの登録 （16 ページ）を参照してください。

6. Call Home プロファイルでサテライトを導入する場合、デフォルトの CSSM 製品の宛先
URL を削除し、サテライトの宛先 URL を設定します。

次の図は、スマートライセンシングを設定して新しく導入するための高度な手順を示していま
す。
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図 2 : スマートライセンシングを新しく導入するためのワークフロー

HSECやBoostなど、一部の適用機能に対して特定のライセンスを有効にする必要があります。
これらのライセンスは、適用ライセンスと呼ばれます。適用ライセンスを有効にするには、必
要な適用ライセンスを購入します。適用ライセンスを購入した後、それらのライセンスはス
マートアカウントに取り込まれます。デバイスを登録すると、ライセンスが自動的にチェック
され、チェック後に有効になります。

（注）

スマートライセンシングの設定方法については、次のトピックを参照してください。

• Smart Call Home の設定 （14 ページ）
• スマート ライセンスのイネーブル化 （15 ページ）
• Cisco Smart Software Manager からの新しいトークンの生成 （15 ページ）
• id トークンを使用したデバイスの登録 （16 ページ）

Smart Call Home の設定
スマートライセンシングに必要な Smart Call Home のオプションは、スマートライセンシング
が有効になると自動的に有効になります。

Smart Call Home が無効になっている場合は、次を有効にします。

1. Configure terminal

2. Service call-home

スマートライセンシング設定では、デフォルトで Cisco TAC-1 プロファイルが設定されます。
クラウドに直接アクセスする場合は、さらに次を更新する必要があります。

• Configure terminal

• Service call-home

• [Call-home] > [Contact-email-address]

Call Home からスマート転送方式に変更する場合、スマートライセンスを期待どおりに機能さ
せるために CiscoTAC-1 call-home プロファイルを無効にする必要はありません。
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スマート ライセンスのイネーブル化
Cisco IOS XE 16.10.1a 以降

Cisco IOS XE 16.10.1a 以降のイメージを購入した場合、スマートライセンシングはデフォルト
で有効になっています。スマートライセンシングは、ライセンスのために使用できる唯一の
モードであり、この機能を有効にするために追加の手順を実行する必要はありません。

Cisco IOS XE 16.9.x 以前のバージョン

Cisco IOS XE 16.9.x 以前のバージョンを使用している場合、スマートライセンスはデフォルト
では有効になっていません。有効にするには、次の手順を実行します。

1. Conf t

2. license smart enable

次の実施手順

次のステップとして、デバイスの登録に進みます。

Cisco Smart Software Manager からの新しいトークンの生
成

新しい製品インスタンスをバーチャルアカウントに登録するために、トークンが生成されま
す。

手順

ステップ 1 https://software.cisco.com/# で Cisco Smart Software Manager にログインします。

シスコから提供されたユーザー名とパスワードを使用してポータルにログインする必要があります。

ステップ 2 [Inventory] タブを選択し、[Virtual Account] ドロップダウン リストからバーチャルアカウントを選択しま
す。

ステップ 3 [General] タブを選択し、[New Token] をクリックします。
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[Create Registration Token] ページが表示されます。

ステップ 4 トークンの説明を入力します。トークンをアクティブにする必要がある日数を指定します。

ステップ 5 [Allow export-controlled functionality on the products registered with this token] チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 6 [Create Token]をクリックします。トークンを作成したら、[Copy]をクリックし、新しく作成したトークン
をコピーします。

id トークンを使用したデバイスの登録

手順

CSSM からトークンを取得した後、そのトークンを使用して <device>#license smart register idtoken <

token from CSSM portal > コマンドを実行し、スマートライセンスの設定を完了します。

登録が成功すると、デバイスで「Registered」ステータスが表示され、アイデンティティ証明書を受信しま
す。この証明書はデバイスに保存され、それ以降のシスコとのすべての通信で自動的に使用されます。た
だし、登録が失敗した場合、システムによりエラー ログが生成されます。

例：

（注）
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冗長性が有効になっている ASR デバイスでは、登録が成功した後に write memory を実行する必要があり
ます。これにより、スイッチオーバーまたはリロード操作を実行しても、登録は有効です。

次のタスク

• グローバル コンフィギュレーション モードから license boot level <technologypackage> コ
マンドを実行して、必要なテクノロジー パッケージ ライセンスを有効にします。
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第 5 章

スマートライセンシング（サテライト）の
設定

Cisco Smart Software Manager サテライトは、シスコ スマート ライセンシングのコンポーネン
トです。CSSMサテライトはCSSMと連携して動作し、製品ライセンスを管理します。これに
より、使用中のシスコライセンスをほぼリアルタイムで表示し、そのレポートを受け取ること
ができます。セキュリティ上の理由で、Cisco.comに常駐する Smart SoftwareManagerを使用し
てインストール ベースを管理したくない場合、Smart Software Manager サテライトをオンプレ
ミスにインストールすることを選択できます。

SmartSoftwareManagerサテライトサーバーのインストールについては、『SmartSoftwareManager
Satellite Installation Guide』を参照してください。

以下は、CSSM サテライトにデバイスを登録するための高度な手順です。

• すべての前提条件を満たしていることを確認します。

• 電子メール通知を有効にする場合は、Call Home を設定します。

• license smart register id token <トークン>コマンドを実行して、デバイスを登録します。

• Call Homeプロファイルで、デフォルトのCSSM製品の宛先URLを削除し、サテライトの
宛先 URL を設定します。

• サテライトサーバーからの新しいトークンの生成 （19 ページ）
• サテライトでのデバイスの登録 （21 ページ）

サテライトサーバーからの新しいトークンの生成
Smart Software Manager サテライトをオンプレミスに導入することを選択した場合、次の手順
に従って、製品インスタンスをバーチャルアカウントに登録するためのトークンを生成する必
要があります。
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手順

ステップ 1 Smart Software Manager サテライト サーバーにログインします。

ステップ 2 [General] タブを選択し、[New Token] をクリックします。
トークンが生成されると、[Virtual Account] ページにそのトークンが表示されます。イベント ログにも、
トークン ID の作成がキャプチャされます。
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バーチャルアカウントで製品インスタンスが作成されます。

次のタスク

生成したトークンを使用してデバイスを登録します。

サテライトでのデバイスの登録

手順

デバイスで、<デバイス>#license smart register idtoken <サテライトからのトークン> コマンドを実行して
登録を完了します。サテライトから生成したトークン ID を使用します。

登録が成功すると、デバイスで「Registered」ステータスが表示され、アイデンティティ証明書を受信しま
す。この証明書はデバイスに保存され、それ以降のサテライトとのすべての通信に自動的に使用されます。
ただし、登録が失敗した場合、エラーがログに記録されます。

例：

Device#sh license summary
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Smart Licensing is ENABLED
Registration:
Status: REGISTERED
Smart Account: BU Production Test
Virtual Account: ASR-SJC-DTExport-Controlled
Functionality: AllowedLast
Renewal Attempt: None
Next Renewal Attempt: Apr 28 03:39:36 2019 UTC
License Authorization:
Status: AUTHORIZED
Last Communication Attempt: SUCCEEDED
Next Communication Attempt: Nov 29 03:39:42 2018 UTC
License Usage:License Entitlement tag Count
Status-----------------------------------------------------------------------------
Upgrade from 2.5 Gbp... (ASR_1001X_Throughput_2...) 1 AUTHORIZED
ASR_1000_AdvEnterprise (ASR_1000_AdvEnterprise) 1 AUTHORIZED
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第 6 章

従来のライセンスからスマートライセンシ
ングへの移行

シスコでは、従来のライセンスまたはクラシック ライセンスとスマート ソフトウェア ライセ
ンスの 2種類のライセンス モデルを採用しています。Cisco IOS XEリリース 16.10.1aリリース
より前のデバイスを使用している既存のユーザーは、ほとんどの場合、RTUライセンス、ペー
パーライセンス、PAKライセンスなど、従来のライセンスを使用しています。Cisco IOSXEリ
リース 16.10.1a 以降の SL 専用のイメージにアップグレードする場合、スマートライセンシン
グに移行する必要があります。次の図は、スマートライセンシングに移行するための高度な手
順を示しています。

図 3 : スマートライセンシングへの移行

IOS XE リリース 16.10.1a 以降にアップグレードする場合、デバイス登録が完了するまでは既
存のライセンスは評価（EVAL）状態になります。ただし、既存の機能は中断せずに機能し続
けます。登録後、ライセンスは [AUTHORIZED] の状態に変更されます。

1. スマートライセンシングに移行する前に、すべての前提条件が満たされていることを確認
します。前提条件 （8 ページ）を参照してください。

2. 16.10.1a 以降のイメージをロードします。16.10.1a 以降のイメージのロード （24 ページ）
を参照してください。

3. CSSMポータルを使用してトークン IDを生成します。Cisco Smart Software Managerからの
新しいトークンの生成 （15 ページ）セクションを参照してください。
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4. 生成したトークンを使用してデバイスを登録します。idトークンを使用したデバイスの登
録 （16 ページ）セクションを参照してください。

5. DLC 変換を開始します。DLC の開始 （25 ページ）セクションを参照してください。

IOS XE では、非ユニバーサル K9 イメージを実行している ASR 1000 シリーズ RP2 プラット
フォームでDLCはサポートされません。回避策として、IOSXE16.10.1a以降に移行する前に、
IOS XE 16.3、16.6、16.9 などの中間リリースに移行できます。または、Cisco TAC チームに電
話で問い合わせて、従来のライセンスからスマートライセンスに移行します。

（注）

次のセクションでは、移行ワークフローについて詳しく説明します。

• 16.10.1a 以降のイメージのロード （24 ページ）
• 機器先行ライセンス変換機能 （24 ページ）
• DLC の開始 （25 ページ）
• CSSM ポータルでの移行ステータスの確認 （26 ページ）
• サテライトでの DLC ステータスの確認 （27 ページ）

16.10.1a 以降のイメージのロード
スマートライセンシングに移行する最初の手順として、Cisco IOS XE 16.10.1a 以降のイメージ
をロードする必要があります。このイメージにアップグレードすると、スマートライセンシン
グが自動的に有効になります。

デバイスで license smart enable コマンドは実行できません。（注）

SLのみのイメージをロードした後、CiscoSmart SoftwareManagerからの新しいトークンの生成
（15 ページ）に進みます。

機器先行ライセンス変換機能
機器先行ライセンス変換機能（DLC）は、Cisco Smart Software Manager（CSSM）への登録時
に、新規デバイスまたは製品インスタンスが従来のライセンスからスマートライセンシングに
アップグレードされるプロセスです。デバイスのすべてのライセンスがクラシックライセンス
または永久使用権（RTU）ライセンスからスマートライセンスに自動的に変換されます。この
とき、手動で変換を行う必要はありません。

DLC 操作は、デバイスの存続中に 1 回だけ実行できます。（注）

シスコ エンタープライズ ルーティング プラットフォーム向けシスコ スマート ライセンス ガイド
24

従来のライセンスからスマートライセンシングへの移行
16.10.1a 以降のイメージのロード



CSR は、Cisco IOS XE 16.10.1a リリースでの DLC をサポートしていません。ライセンスを直
接取り込むこと、またはCSSMおよびライセンス登録ポータル（LRP）でライセンスを変換す
ることができます。

重要

ASR は、OTV、LISP、VPLS、および FPI ライセンスについては DLC をサポートしていませ
ん。

（注）

DLC の開始
DLC操作を開始するには、license smart conversion startコマンドを実行します。DLC操作
が完了すると、デバイスに [Completed] ステータスが表示されます。

以下は、DLC完了の例です。DLC StatusフィールドのCompletedという出力に注目してくださ
い。

Device#show platform software license dlc
Index 1 Feature: adventerprise
Permanent License: 0
EVAL RTU License: 1
RTU License: 0
Paper License: 0
DLC Status: Completed
Index 2 Feature:

Permanent License: 0
EVAL RTU License: 1
RTU License: 0
Paper License: 0
DLC Status: Completed

Index 3 Feature: fwnat_red
Permanent License: 0
EVAL RTU License: 1
RTU License: 0
Paper License: 0
DLC Status: Completed

操作が成功したかどうかを確認するには、show license allコマンドを実行します。DLC操作
が成功した場合、システムにより [Success] ステータスが表示されます。次に、DLC 操作が成
功した場合の例を示します。

Device#show license all | sec License Conversion:
License Conversion:
Automatic Conversion Enabled: False
Status: Successful on Nov 08 18:54:40 2018 IST

ASR1000 デバイスの DLC を使用してブロードバンドライセンスを変換するには、subscriber

license dlc <sessions>コマンドを実行します。このコマンドを使用すると、DLCを使用して
変換できるブロードバンドセッションの合計数（ペーパー ライセンス、PAK ライセンスを含
む）が設定されます。
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16.10.1a以降のイメージでブロードバンドライセンスを使用するには、subscriber license session
コマンドを使用します。このコマンドが設定されていない場合、ブロードバンドモジュール
で、デバイスで稼働しているすべての2Kセッションについてもライセンスの自動取得がサポー
トされます。

16.10.1a 以降では、従来のライセンスからのブロードバンドライセンスは SL 専用モードで 2k
セッションとして使用されます。たとえば、お客様がブロードバンドとして 10 個のライセン
スを所有し、従来のライセンスで 4kを使用している場合、SL専用イメージに移行した後、こ
れらのライセンスは、DLC 変換中には機能ブロードバンドで 12 個のライセンスとして表示さ
れます。show platform software license dlc コマンドを使用すると、12個のライセンスが表示さ
れます。

CSSM ポータルでの移行ステータスの確認
DLC変換が成功した後、バーチャルアカウントのスマートライセンスが承認されます。CSSM
ポータルでメッセージを確認することで、移行のステータスを確認できます。

手順の概要

1. CSSM ポータルにログインします。[Inventory] > [Product Instances] をクリックします。
2. [Convert to Smart Licensing]タブをクリックし、[Conversion History]をクリックしてDLC操

作が正常に実行されたかどうかを確認します。次のようにポータルに表示されます。

手順の詳細

手順

ステップ 1 CSSM ポータルにログインします。[Inventory] > [Product Instances] をクリックします。

移行が成功すると、変換されたライセンスが CSSM に追加されます。

ステップ 2 [Convert to Smart Licensing] タブをクリックし、[Conversion History] をクリックして DLC 操作が正常に実行
されたかどうかを確認します。次のようにポータルに表示されます。
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DLC の変換ステータスが CSSM に [Converted] と表示されるまでに約 1 時間以上かかります。このステー
タスは、DLC が完了し、デバイスで正常なログが検出されたことを意味します。

サテライトでの DLC ステータスの確認
この検証トピックは、サテライトのスマートライセンシングを設定している場合にのみ適用さ
れます。

手順

ステップ 1 サテライト サーバーにログインし、[Licenses] タブをクリックします。デバイスが正常に登録されている
場合、ライセンスは [In Use] 状態です。

DLC を開始した後、ライセンスは [Pending] 状態に移行します。
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